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紅葉が一段と進み、秋の深まりを感じる季節となりま

した。５月は本当にたくさんの行事がありましたが、ど

の行事も子供たちは一生懸命に取り組みました。1５日に

あった児童生徒総会では、「役割を自分から責任をもって

やろう 考えて行動しよう」というスローガンが発表されました。執

行部からは、「メル校ではみなさんが担当しなくてはならない役割がた

くさんあります。これはメル校ならではの大きなチャンスです。そこ

で『先生に言われたから』やるのではなく、自分で考えて積極的に行

動する、ということを大切にして自分の成長につなげていきましょ

う。」という提案がありました。こういう気付きができ、実行しよう

とするメル校生、さすがだなと改めて思います。きっと素晴らしい成

長ができる一年になることでしょう。このような自主的で自治的な活

動は、子供たちの将来に向けて、とても大切な経験になります。 

さて明日6月３日から、Ｇ４～Ｇ８が参加する2泊3日の宿泊学習

が予定されています。こちらは「一期一会～メリハリ・協力・安全

～」というスローガンが実行委員会から提案されています。仲間と共

に過ごし、絆を深める3日間です。ご家庭におかれましては、ここま

で持ち物の準備、お子様の健康管理等、どうもありがとうございまし

た。3日間ですが、子供たちがこの宿泊学習を通して、どのように成

長してくれるのかをとても楽しみにしています。 

６月は他にもいくつも大きな行事がありますが、読書の秋、スポー

ツの秋など、それぞれが充実した「秋」を過ごしてほしいと願っています。   校長 小橋 幸代 

 

 

 

5月24日、ジャパンフェスティバル2026で、

小学部は元気いっぱいの「よっしゃこい」を、中

学部はかっこいい伝統の「南中ソーラン」を披露

しました。素晴らしい演技を見て、広い会場いっ

ぱいにメル校生の頑張りを称える拍手の音が響き

渡りました。多くの方々からもお褒めの言葉をい

ただき、メル校生の素敵な姿を見ていただくこと

ができて本当に良かったです。また、絵手紙コン

テストでは、多くの応募作品の中から見事メル校

生の作品が中学生の部第1位で表彰されました。

来場者が足を止めて見入る素晴らしい作品でし

た。メル校ブースにもたくさんの来場者がありま

した。日本文化への関心の高まりを感じる一日と

なりました。ご協力ありがとうございました。 
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